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問
　
自
然
災
害
対
策
に
関
す
る

計
画
の
見
直
し
や
更
な
る
対
策

の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。 

市
長
　
本
市
で
は
「
平
塚
市
地

域
防
災
計
画
」
の
中
で
、
公
共

施
設
な
ど
の
安
全
対
策
や
防
災

機
能
の
強
化
、
災
害
時
の
情
報

収
集
や
提
供
、
防
災
知
識
の
普

及
な
ど
を
位
置
付
け
て
い
る
。

今
後
も
災
害
時
の
情
報
収
集
や

分
析
、
対
策
が
円
滑
に
な
る
よ

う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も
進

め
、
地
域
防
災
計
画
の
実
効
性

を
高
め
て
い
く
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
に
は
多

様
な
学
び
の
場
の
確
保
や
、
将

来
の
社
会
的
な
自
立
を
目
指
し

て
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保

は
、
公
の
機
関
と
し
て
文
部
科

学
省
指
定
の
不
登
校
の
生
徒
に

配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
学

び
の
多
様
化
学
校
（
い
わ
ゆ
る

不
登
校
特
例
校
）
や
分
教
室
の

設
置
促
進
を
本
格
的
に
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
特
例

校
に
つ
い
て
は
、
不
登
校
児
童

生
徒
に
と
っ
て
有
効
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
一

方
で
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ

る
。
現
在
、
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
し
て
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
、
適
切
な
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
努
め
、
不
登
校
特
例
校
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促

進
の
波
は
全
国
的
に
も
波
及
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
育
児
休

業
取
得
促
進
と
家
事
・
育
児
の

参
画
促
進
は
、
今
後
よ
り
重
要

で
あ
る
。
更
な
る
取
得
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
男
性

の
家
事
や
育
児
に
関
わ
る
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
有
効
で
あ

り
、
本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
に
努

め
て
い
る
。
企
業
向
け
に
は
セ

ミ
ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
な
ど
に

よ
り
、
国
の
制
度
の
周
知
や
活

用
を
促
し
、
働
き
や
す
い
雇
用

環
境
整
備
に
取
り
組
む
企
業
へ

奨
励
金
の
支
給
な
ど
を
し
て
い

る
。
若
者
・
子
育
て
世
代
向
け

に
は
、
母
親
父
親
教
室
の
受
講

を
交
付
条
件
と
し
た
、
産
後
パ

パ
育
休
取
得
応
援
交
付
金
な
ど

の
事
業
も
進
め
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
小
学
校

の
修
学
旅
行　

産
後
ケ
ア
事
業

の
充
実

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
や
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
財
源
確
保

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
令
和
６
年
台
風
第
10
号
に

よ
る
本
市
へ
の
水
害
被
害
は
甚

大
な
も
の
と
な
っ
た
。
今
後
さ

ら
に
気
候
変
動
リ
ス
ク
は
増
大

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、

今
回
被
害
に
遭
っ
た
人
へ
の
対

応
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
初
と
な
る
災
害
に

伴
う
臨
時
市
民
相
談
窓
口
と
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
被
害
に
遭
っ
た
人
へ

の
支
援
に
努
め
た
。

風
水
害
へ
の
対
応

問
　
令
和
６
年
台
風
第
10
号
に

よ
る
河
内
川
の
溢
水
に
よ
り
床

上
・
床
下
浸
水
や
土
砂
崩
れ
、

車
の
水
没
な
ど
が
発
生
し
た
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
状

況
づ
く
り
へ
の
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
災
害
リ
ス

ク
を
日
頃
か
ら
把
握
す
る
こ
と

が
基
本
で
あ
り
、
重
要
と
考
え

て
い
る
。
本
市
で
は
毎
年
、
神

奈
川
県
市
長
会
や
３
市
３
町
広

域
行
政
推
進
協
議
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
県
に

対
し
河
内
川
を
含
む
金
目
川
水

系
の
整
備
を
要
望
し
て
き
た
。

県
は
河
川
断
面
を
広
げ
る
計
画

を
し
て
お
り
、
下
河
原
橋
か
ら

神
明
橋
ま
で
の
右
岸
約
１
９
０

メ
ー
ト
ル
は
、
６
年
３
月
に
完

了
し
た
。
左
岸
に
つ
い
て
も
同

様
に
進
め
て
い
く
。

砂

浜

保

全

問
　
砂
浜
の
保
全
や
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

が
、
砂
浜
保
全
や
養
浜
に
対
し

て
の
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
相
模
川
か
ら

問
　
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
市
税
を
ベ
ー
ス
と

し
た
自
主
財
源
の
確
保
と
拡
充

を
図
り
な
が
ら
、
歳
入
基
盤
を

確
立
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
、
健
全
で
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
は
重
要
と
考

え
る
が
、
７
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
の
強
み
を
生
か
し

た
経
済
活
性
化
策
や
雇
用
の
確

保
、
人
へ
の
投
資
、
安
心
・
安

全
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
将
来
の
税
源
涵
養
に
つ
な

が
る
投
資
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
、
さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

の
供
給
土
砂
の
減
少
と
、
新
港

に
よ
る
影
響
で
浸
食
傾
向
で

あ
っ
た
が
、
最
近
は
浸
食
対
策

の
効
果
に
よ
り
安
定
傾
向
で
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
海
岸
利
用

者
の
さ
ら
な
る
安
全
確
保
や
海

岸
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
浸
食
さ
れ
た
砂
浜
の
回
復

に
つ
い
て
、
な
ぎ
さ
づ
く
り
促

進
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
国

や
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

漁
業
の
活
性
化

問
　
本
市
と
し
て
漁
業
に
関
わ

る
人
た
ち
に
、
今
後
ど
の
よ
う

な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
受
け
皿
と
な
る
魚

市
場
の
在
り
方
も
重
要
だ
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
漁
業
者
の
安

全
な
操
業
に
向
け
、
漁
業
施
設

の
機
能
保
全
工
事
を
継
続
し
て

実
施
し
、
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平

塚
市
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
漁

獲
物
の
高
付
加
価
値
化
や
漁
業

環
境
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。
魚
市

場
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
漁

ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
市
街
地
更
新
を
踏
ま

え
た
適
切
な
駐
車
場
・
駐
輪
場

の
再
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
駅
周
辺
を
雨
に
濡
れ
な
い

歩
行
エ
リ
ア
に
す
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
歩
行
環
境
に
配
慮
し
た
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
行
財
政

改
革
計
画
・
中
央
公
民
館
の
あ

り
方　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
の
家
の
今
後
の
あ
り
方

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

持
続
可
能
な
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

久
保
田
　
聡 

議
員

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
を

府
川
　
正
明 

議
員

26
万
都
市
唯
一
の
鉄
道
駅
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

山
原
　
栄
一 

議
員

湘南フォーラム 所 属 議 員

小泉 春雄 議員出村 光 議員

問
　
鉄
道
駅
が
１
つ
し
か
な
い

本
市
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

副
市
長
　
平
塚
駅
か
ら
放
射
状

に
延
び
た
道
路
交
通
網
の
整
備

で
都
市
が
形
成
さ
れ
、
多
く
の

市
民
が
駅
を
利
用
し
て
い
る
。

一
方
、
通
勤
や
通
学
時
に
集
中

す
る
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
で

快
適
な
自
転
車
と
歩
行
者
空
間

の
形
成
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

変
わ
る
チ
ャ
ン
ス 

平
塚
駅
を
ど
う
生
か
す

問
　「
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来

構
想
（
素
案
）」
に
お
い
て
、

平
塚
駅
を
ど
う
生
か
す
の
か
考

え
を
伺
う
。

副
市
長
　
交
通
機
能
に
加
え
、

本
市
の
玄
関
口
と
し
て
ま
ち
の

魅
力
や
特
徴
が
感
じ
ら
れ
る
場

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
駅
の
北
口
か
ら
南
口
へ
車

を
通
過
さ
せ
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
案
を
構
想
に
盛
り
込

ま
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
構
想
は
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
に
ぎ

わ
い
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、

新
し
い
道
や
鉄
道
駅
は
盛
り
込

ま
な
か
っ
た
。

問
　
駅
周
辺
の
市
有
地
や
中
心

市
街
地
関
連
施
設
を
積
極
的
に

生
か
す
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長
　
駅
周
辺
地
区
の
魅
力

向
上
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付

け
て
お
り
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
駅
周
辺
へ
の
自
動
車
や
自

転
車
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
イ

業
関
係
者
や
水
産
物
卸
売
事
業

所
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
協
議
会

か
ら
、
卸
売
市
場
を
含
む
周
辺

施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
提
案

が
あ
り
、
今
後
庁
内
で
検
討
を

進
め
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
戦
没
者

遺
族
等
援
護
事
業　

ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー

会議録は２月中旬に公開

「マチイロ」

アプリ「マチイ
ロ」にひらつか
議会だよりを掲
載しています。

皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反

映させる方法として請願と陳情があります。

請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管

の常任委員会などへ付託して審査します。その

後、委員会審査の結果を本会議へ報告し、議会

としての採択、不採択などを決定します。

陳情は、請願と同じような性格のものです

が、紹介議員を必要とせず、提出後は議会運営

委員会でその取扱いについて協議します。

提出方法などについては、市

議会ホームページをご覧くださ

い。

請願・陳情を市議会へ

12月定例会の会議録は２月
中旬から市議会ホームペー
ジなどで公開します。


